
 
 
 
 
 
 
 
 
 皆さん，こんにちは。「大道仮説実験ワークショップin千葉・幕張」は，たくさんの方にお申し込みを

いただき，わくわくしながら準備をすすめています。さて今回は，「大道仮説実験ってどんなもの？」「仮

説実験授業と何が違うの？」「どんなふうに楽しめるの？」と思っている方々に向けて，ある（ステキな！）

文章を紹介したいと思います。良かったら，ぜひ読んでみてください。 

私にとっての「大道仮説実験の魅力」 

大黒 裕佳子 ２００７．１２．１７ 
はじめに・・・ 
 私は，１３年と半年ほど大阪の小学校で教員をしていました。その後結婚を機に退職し，現在は専業主婦

生活３年目という日々を過ごしています。 「仕事をやめて，専業主婦をしている。」と話すと，「時間あるでし

ょ？ 何してるの？」とよく聞かれます。 
 私自身３年前は，仕事をやめた後の自分がどんな生活を

送るのか，どんな生活を送りたいのかというイメージを持た

ぬまま退職してしまい，ヒマを持て余すのだろうかと思ったり

したのですが，始まってみると「新しい世界にたくさん出会え

てたのしい！」と感じる日々を過ごしています。そんな〈退職

後に出会った数ある大切な世界〉の中の１つが，「大道仮説

実験」です。 
 
私から見た大道仮説実験とは・・・ 
私は小学校の教員になった頃仮説実験授業に出会い，「原子・分子をイメージできると毎日の生活も楽しく

なるなぁ」ということ，そして「子どもたちって学びがいのあるものを求めているんだ！」という，感動と信頼を

手に入れることができました。 
教員を辞めてからは，公民館や子ども会などからの依頼で，ときどき科学教室をやらせてもらっているの

ですが，「子どもたちや親のみなさんに科学を楽しんでもらうならば，やはり仮説実験授業に出会ってほし

い」という気持ちが，まず起こります。しかし，学校での授業とは違い，科学教室はたいがい２時間という限ら

れた時間の枠で，かつ，「その中におみやげになるようなものづくりの時間も入れてほしい」という要望が出

↑ 床に寝そべってでも，見たい！ 

されるのです。そういう条件では，授業書をやるような時間的余裕はありません。そんなときに，大道仮説実

験はぴったりなのです。参加者のみなさんからも，とてもいい評価や感想をいただけます。 
科学教室で，大道仮説実験〈ころりん〉をした時にいただいた感想から紹介します。 
〈ころりん〉子どもたちの感想から・・・ 

☆ えきたいとこたいはしってたけど，ころがすとえきたいがはやいことはしらなかった。理ゆう

をいってくれてよくわかった。ピコピコカプセルは，びみょうにきもちわるくておもしろかっ

た。 

☆ もっともっとみたかった。すごくたのしかった。 

☆ シーチキンはどうしてもかちたいんだなとおもった。こ体よりも，えき体の方がよくころがる

のが「なるほど～」とおもった。 

<ころりん>大人たちの感想から・・・ 

★ ころりん実験では，思いのほか予想が外れ自分の常識のレベルを思い知りました。子どもの楽

しそうな姿が印象に残りました。多分一生涯「あの時・・・」という話題になると思います。

ありがとうございました。    （親子で一緒に楽しむスタイルならではの感想でうれしかった

です。） 

★ 自分の予想に反した実験の結果を目にして，おもしろいなぁと思いました。自分の考えがあや

ふやだったことに思い知らされました。重さ・直径の大きさに関係なく液体がすぐれているこ

とがよくわかりました。最後のまとめの紙芝居で説明のしめくくりがたいへんよくわかりまし

た。何にでも興味と疑問を持つことが，そしてためしてみることが大切だとわかりました。 

（まさしく「何をするにも仮説実験」を感じ取ってくださってます！） 

小学２年生も４年生も５年生も，ついてこられたお父さんもお母さんもおばあちゃんも，その場で一緒に楽

しんでステキな笑顔を見せてくださいました。 
 
大道仮説実験の魅力 
私は大道仮説実験を知って，１年半になります。その間に全部で１５回ほど大道仮説実験をしました。私が

大道仮説実験をやってきた中で感じた魅力を，３つあげてみます。 

●魅力その１「みえないものがイメージできる」楽しさを味わ

える。 
大道仮説実験のそれぞれのプランに「あるのに見えない

ものが見えてくる」という楽しさがあります。例えば〈びりり

ん〉なら「見えない〈電気の流れ〉」，〈しゅぽ↑しゅぽ↓〉なら

「見えない〈パチパチパンチ〉（空気の粒の力）」が見えてきてた

のしいといった具合です。 
↑ドキドキしながら，しゅぽしゅぽ！ 




